
よりそい、見つめ合います

  2023（令和 5 年）
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第23回フォトコンテスト入賞作品 「泥ん子」　小林 理さん（佐久市）

■笑味ちゃんのエーコープマーク品活用術
　竹の子としおふき昆布のピラフ
　ナガイモとオクラのしおふき昆布和え
■スマイルＪＡ女性会　豆の会
■家庭菜園便利帖　スイカ

1
2

組合員の負託に応えるＪＡを目指して 令和４年度下期店・支所運営委員会
「もちづき有機ペレット」新発売

Ⓒみんなのよい食プロジェクト
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組
合
員
の
負
託
に
応
え
る

　
　
　
　
　
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て

令
和
４
年
度
下
期
店
・
支
所
運
営
委
員
会

主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
と
Ｊ
Ａ
の
回
答

　

２
月
13
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
16
会

場
で
店
・
支
所
運
営
委
員
会
を
開
き
、

委
員
３
２
５
人
（
出
席
率
79
・
１
％
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
や
ご
要
望
を
今
後
の
Ｊ
Ａ
運
営
に

反
映
し
、
期
待
に
応
え
る
事
業
展
開
を

図
り
ま
す
。

正
組
合
員
数
減
少
下
で
の
指
導
・
運
営
に

つ
い
て正組

合
員
数
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、

先
細
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
農
業
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
指
導
・
運
営
を
進
め
て
ほ
し

い
。人

口
減
少
に
伴
い
正
組
合
員
数
も
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
国
の
進
め
る
農
業
政
策
に

基
づ
き
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
も
特
色
を
活
か
し
た

「
地
域
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
よ
り
生
産

振
興
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

農
産
物
の
単
価
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

す
べ
て
の
加
工
品
が
値
上
げ
に
な
っ
て

い
る
中
で
（
昨
年
は
２
万
品
目
の
加
工
食

　

佐
久
市
か
ら
運
営
を
受
託
す
る
佐
久
市
望
月
土
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
管
内
の
酪
農
家
か
ら
牛
の
排

泄
物
を
回
収
し
、
高
温
で
長
時
間
、
発
酵
熟
成
さ
せ

地
域
資
源
を
活
用
し
た
堆
肥
「
も
ち
づ
き
有
機
」
を

製
造
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
発
売
し
た
の
は
「
も
ち
づ
き
有
機
」
を
ペ

レ
ッ
ト
状
に
す
る
こ
と
で
、
扱
い
や
す
く
散
布
な
ど
の
作

業
性
が
高
ま
る
こ
と
を
考
え
、
多
く
の
皆
様
に
気
軽
に
堆

肥
を
使
用
し
て
も
ら
い
地
力
向
上
に
つ
な
げ
、
安
心
で
安

全
な
作
物
を
栽
培
し
て
頂
く
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
農
業

に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
く
開
発
し
ま
し
た
。

品
が
14
％
ア
ッ
プ
）
、
農
産
物
は
単
価
が

上
が
ら
な
い
。
数
量
の
増
加
よ
り
、
単
価

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
農
産
物
も

種
・
培
土
・
ハ
ウ
ス
・
マ
ル
チ
・
電
気
・

肥
料
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
燃
料
・
機
械
等
か

ら
作
っ
て
い
る
。
加
工
食
品
と
同
じ
だ
と

思
う
。農畜

産
物
の
販
売
価
格
へ
の
転
嫁
に
つ

い
て
は
、
農
畜
産
物
の
適
正
価
格
と
言
う
言

葉
が
昨
年
の
日
本
農
業
新
聞
で
も
年
間
の
ト

レ
ン
ド
ワ
ー
ド
１
位
に
な
る
等
、
大
き
な
課

題
と
し
て
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
で
消
費
者
に

対
し
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
課
題
を
踏
ま
え
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
と
し
て

出
来
る
方
策
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

特
別
栽
培
米
に
つ
い
て

特
別
栽
培
米
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
具

体
的
に
説
明
し
て
欲
し
い
。

米
の
販
売
は
、
コ
ロ
ナ
禍
、
消
費
減
退

の
中
で
米
価
格
維
持
安
定
が
難
し
い
状
況
で

す
。
最
近
の
米
は
消
費
動
向
を
み
る
と
嗜
好

品
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
中
、

米
で
生
き
残
っ
て
い
く
に
は
他
に
な
い
付
加

価
値
の
つ
い
た
米
の
栽
培
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
環
境
に
優
し
い
特
別
栽
培
米

に
取
組
み
、
消
費
者
、
実
需
者
か
ら
求
め
ら

れ
る
米
、
売
れ
る
米
、
生
き
抜
く
米
の
栽
培

　

化
学
肥
料
の
成
分
は
と
て
も
水
に
溶
け
や
す
く
、
肥
料

を
ま
い
た
後
す
ぐ
に
効
果
を
発
揮
す
る
の
が
特
長
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
有
機
肥
料
は
微
生
物
の
活
動
に
よ
っ

て
、
徐
々
に
作
物
に
利
用
さ
れ
や
す
い
状
態
に
分
解
し
て

か
ら
効
果
を
発
揮
す
る
の
で
、
肥
料
成
分
が
土
に
残
り
や

す
く
、
無
駄
な
く
作
物
に
吸
収
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

化
学
肥
料
へ
の
依
存
が
進
み
、
あ
る
地
域
で
は
堆
肥
な

ど
の
有
機
質
が
極
端
に
欠
乏
す
る
こ
と
に
よ
り
、
耕
地
が

年
々
や
せ
、
ま
た
、
畜
産
の
盛
ん
な
地
域
で
は
、
牛
ふ
ん

な
ど
の
家
畜
排
せ
つ
物
に
よ
る
環
境
問
題
が
発
生
す
る
な

ど
、
わ
た
し
た
ち
の
「
食
」
を
支
え
る
農
業
は
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
し
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
が
浮

上
し
て
い
ま
す
。
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
が
循
環
型
農

業
で
す
。
作
物
や
収
穫
し
た
後
の
わ
ら
な
ど
を
家
畜
の
え

さ
と
し
、
そ
の
家
畜
の
ふ
ん
か
ら
堆
肥
が
作
ら
れ
、
そ
の

堆
肥
で
農
産
物
が
育
つ
。
こ
の
よ
う
に
、
有
機
資
源
を
循

環
さ
せ
な
が
ら
農
産
物
を
生
産
す
る
営
み
は
、
地
力
を
維

持
し
、
持
続
性
が
高
い
理
想
的
な
農
業
体
系
と
な
り
ま

す
。
も
ち
づ
き
有
機
ペ
レ
ッ
ト
は
、
ま
さ
に
循
環
型
の
理

想
的
農
業
と
言
え
ま
す
。

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
特
別

栽
培
米
の
栽
培
面
積
・
数
量
確
保
に
取
組
み

ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

農
援
隊
に
つ
い
て

農
援
隊
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
か
。

高
齢
化
が
進
む
地
域
で
労
働
力
不
足
に

よ
る
農
地
減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
農
援
隊
で
す
が
、
後
継
者
の
い
な
い
遊

休
荒
廃
農
地
の
活
用
が
主
な
活
動
と
な
っ
て

お
り
、
相
談
件
数
32
件
・
実
施
18
件
が
耕
地

の
復
元
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
事
を
機
関
紙
に
て
知
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

が
持
続
可
能
な
農
業
の
構
築
に
取
り
組
ま

れ
て
い
て
力
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
で
は
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
組
方
針
」
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ａ
の

事
業
活
動
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
有
機
肥

料
の
ペ
レ
ッ
ト
化
を
は
じ
め
と
し
た
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
の
実
践
等
、
引

き
続
き
持
続
可
能
な
農
業
の
構
築
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
の
役
割
に
つ
い
て

地
域
に
開
か
れ
た
Ｊ
Ａ
、
協
同
組
合

の
役
割
を
発
揮
で
き
る
の
は
Ｊ
Ａ
し
か
な

い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
地
域
密
着
事

業
・
活
動
を
進
め
て
い
る
Ｊ
Ａ
を
応
援
し

て
い
る
組
合
員
は
多
い
で
す
。
総
合
事
業

を
担
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
で
す
。
数
字
（
実

績
）
に
は
反
映
さ
れ
な
い
業
務
も
あ
り
ま

す
が
、
地
域
に
課
す
役
割
は
大
き
く
評
価

も
高
い
で
す
。
職
員
は
誇
り
を
持
っ
て
地

域
活
動
に
も
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。Ｊ

Ａ
の
協
同
組
合
活
動
に
賛
同
い
た
だ

け
る
ご
意
見
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
役
職
員
は
じ
め
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
の
励
み

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
引
き
続
き

「
総
合
事
業
を
営
む
Ｊ
Ａ
」
の
強
み
を
発
揮

し
、
持
続
可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
と
地
域

社
会
へ
の
貢
献
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
関
連
事
業

企
画
総
務
関
係

特集1特集2

小諸支所運営委員会（２月１３日）

も
ち
づ
き
有
機
ペ
レ
ッ
ト

地
域
資
源
の
活
用
と

　
　
　
　
持
続
可
能
な
農
業

堆
肥
の
有
用
性

循
環
型
の
農
業
を

乾
燥
機

ペ
レ
ッ
ト
マ
シ
ー
ン

15 ㎏  店頭価格
980 円（税込）

もちづき有機ペレット特　

長

①
高
温
で
長
時
間
発
酵
熟
成
さ
せ
た
堆
肥
で
す
。

②
堆
肥
を
撒
く
こ
と
に
よ
り
保
肥
力
が
高
ま
り
ま
す
。

③
マ
ン
ガ
ン
や
ホ
ウ
素
、
亜
鉛
な
ど
の
微
量
要
素
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

④
地
力
を
向
上
さ
せ
、
増
収
や
品
質
向
上
が
期
待
で

き
ま
す
。

⑤
通
気
性
や
保
水
力
を
高
め
、
土
壌
改
良
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。

■お問い合わせ　営農経済部生産資材課　TEL 0267 ー 77 ー 7040
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営農・経済事業強化へ

ブランド力強化　生産者所得向上へ

営農・経済事業の成長・効率化プログラム

野菜専門委員会通常総会

59人が出席した最終報告会

あいさつする浅沼組合長

　当ＪＡは持続可能な経営基盤の確立・強化に向け、ＪＡ
グループ各連合会などと協働で取り組む「営農・経済事業
の成長・効率化プログラム」を導入しています。プログラ
ムは、営農経済事業の収支状況を客観的に分析し、事業の
課題と解決に向けたアイデアを洗い出し、連合会と協働し
てＪＡ主体で成長・効率化施策を抽出。３月１７日に開い
た最終報告会で８項目の課題解決策を各実行責任者が発表
しました。今後は、月次での進捗確認会議、半期ごとの実
績確認会議を開催し、３年後の目標達成を目指します。

　当ＪＡ野菜専門委員会は令和５年度の販売目標を１１０億円に
決めました。４月１１日、本所で開いた通常総会には部会員やＪ
Ａ関係者ら４５人が出席。今年度は、野菜の安全・安心対策や販
売力強化などを計画し「指名される産地」「彩ある産地」を目指
し佐久浅間のブランドを一層発展させ生産者の所得向上に取り組
みます。浅沼組合長は「生産拡大とともに効率化を含め生産者の
所得向上を図っていきたい」と話しました。

心構えを学び10人が入組

新市街地にオープン

新採用職員研修会・入組式

佐久岩村田支所竣工清秡い式・落成式

左から小泉担当、依田センター長代理、岩㟢センター長、小須田担当

あいさつする髙栁副組合長

苗木の植え付けを学ぶ参加者

テープカットをする浅沼組合長ら関係者

現地実習 入組式

　当ＪＡは３月下旬、令和５年度新採用職員１０人を対象
に研修会・現地実習を行いました。研修会では、協同組合
の理念やコンプライアンス（法令遵守）、就業規則、各事
業部の取り組み内容を学び、３カ所のＪＡ施設で現地実習
を行いました。４月３日、入組式を本所で開き浅沼組合長
が一人一人に辞令を交付し、ＪＡ職員として新たなスター
トをきりました。新採用職員を代表し、佐久野沢支所の斉
藤匠さんが「何事にも真剣に取り組み、いち早く組合員や
地域住民に貢献できるように日々精進していく」と決意表
明をしました。

　佐久岩村田支所は４月１２日、竣工清秡い式・落成式を
開き、栁田清二市長や施工業者、ＪＡ関係者など４３人が
出席し完成を祝いました。浅沼組合長は「新支所が新しい
街づくりの一環として、地域づくり・地域産業の振興に
積極的に関わっていきたい」と話しています。２階には
１００人が収容できる大会議室や女性会や組合員の拠り所
となる調理器具を備えた多目的室を設置。支所内にはロー
ンセンターが本所から移転し、長野県信連佐久営業所も５
月から併設、営業を行っています。

お気軽にご相談を

花き販売６億円目指す
新規栽培者拡大図る

ライフサポートセンター

花き専門委員会役員総会

ぶどう栽培振興プロジェクト

　４月３日、金融部ライフサポートセンターが本所１階に
オープンしました。センターでは４人の担当者が資産運用
や年金相談、相続相談、農業資金に関することなどライフ
プランに合った提案をしています。岩㟢センター長は「お
気軽にご相談いただき、みなさんの悩み事を一緒に解決で
きるセンターを目指している」と話しています。
※ご来店の際は事前にご予約をお願いします。
※相続事務手続きはお取引店舗にて行います。
　TEL 0267ー78ー5960

　当ＪＡ花き専門委員会は令和５年度の販売目標を６億円
に決めました。消費者に選ばれる高品質の切り花を生産
し、販売力を強化するとともに、新規栽培者の確保と育成
に取り組み、生産拡大を目指す方針です。３月２９日、本
所で開いた役員総会には、部会員やＪＡ関係者など約４０
人が出席し、事業方針を確認。髙栁副組合長は「高品質な
花きを生産するために、生産者とＪＡが一体となって取り
組んでいこう」とあいさつしました。

　当ＪＡはぶどう栽培振興プロジェクトの新規栽培者拡大の
取り組みとして３月２４日、ぶどう植え付け講習会をＪＡぶ
どう栽培実証圃で開きました。ぶどうの苗木を注文した人を
対象に３０人が参加。講習会では、植え付けの時期や方法、
定植後の管理、凍霜害対策などについて学びました。参加者
は「今回初めて講習会に参加した。知らないことだらけで勉
強になった。早速植え付けたい」と話しました。

家畜の魂を供養
畜魂祭

畜魂碑前で行われた神事

　当ＪＡと畜産協議会は４月３日、しらかば西部営農センター
で畜魂祭を開きました。家畜の魂を供養し、畜産事業の発展と
安全を祈願しようと畜産農家やＪＡ関係者ら５４人が参列しま
した。同センターの畜魂碑の前で神職による神事が行われ、髙
栁副組合長らが玉串をささげ、家畜の魂を供養しました。管内
では、特産ブランド「信州蓼科牛」「信州米豚」や良質な生乳
などを生産。防疫対策を強化し、安全・安心な生産物の供給を
通じて消費拡大に取り組みます。



笑
え み

味ちゃんの
エーコープマーク品
活用術

エーコープマーク品は
「安全で健康を守る」を
コンセプトに利用者の意
見を反映し、ＪＡの特色
を生かしたプライベートブランドです。

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ

スマイル
ＪＡ女 性 会
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●作り方
①竹の子は根元と穂先に切り分ける。根元は薄いいちょ

う切り、穂先は縦の薄切りにする。
②フライパンにバターを入れてかるく焦がし、竹の子を

入れて弱火でゆっくり炒める。
③竹の子にほど良い焼き色がついたら、しおふき昆布と

ご飯を加えて良く炒め、塩、こしょうで味を整える。
④器に盛り、小さく刻んだ木の芽をちらす。

竹の子としおふき昆布のピラフ
食物繊維が豊富！

エーコープマーク品は、ＪＡファーム佐久店、くらしの
センターなどでお買い求めいただけます。

■商品に関するお問い合わせ
　ＪＡファーム佐久店  TEL 0267ー66ー3300
　くらしのセンター　  TEL 0267ー22ー9417

Ⓒみんなのよい食プロジェクト

ナガイモとオクラのしおふき昆布和え
ナガイモにはジアスターゼなどの酵素が豊富

●材料（4人前 )
・ナガイモ……………………………200g
・オクラ………………………………8本
・梅干し………………………………2個
・エーコープしおふき昆布…………20g
・エーコープらっきょう酢…………大さじ１

●作り方
①ナガイモは皮を厚めにむいて 1cm 位の角切りに

します。
②オクラは 1 本ずつ塩をまぶして軽くこすり、たっ

ぷりの熱湯でゆでる。
③オクラを冷水で冷まし、水気をきって 1cm 幅に

切る。

④梅干しは種を除いてまな板の上に置き、包丁で
トントン叩く。

⑤ボウルに④とらっきょう酢としおふき昆布を入
れ混ぜ合わせる。

⑥⑤に①と③を加えて和えれば出来上がり。
　※ お好みでらっきょう酢は調整してください。

●材料（4人分 )
・ゆでた竹の子………………………1本
・ごはん………………………………400g
・エーコープしおふき昆布…………10g
・木の芽………………………………適量
・バター（食塩不使用）……………20g
・塩……………………………………少々
・こしょう……………………………少々

他にもおにぎりの具・お
好みの野菜と和えて浅漬
け・サラダの上にトッピ
ング等、アクセントとし
てお楽しみください。

初めまして！「豆の会」です。

味噌仕込み

「麹いらず」を加工

万能健康ジュース コーヒータイム

　経営コンサルの仕事を始
め10年、東京から立科町に
引越し3年目を迎えます。
毎朝のルーティンは「万能
健康ジュース」を飲むこと
です。友人から作り方を教
わり、6年以上飲み続けている私の朝食です。「万
能健康ジュース」とは健康を願う人や、病気になり
やすい体質を改善したい人のために、後藤日出夫先
生が考案した究極ともいえるジュースです。
　おかげさまで、このジュースを飲み始めて以来、
大きな病気をしていません。コロナやインフルエン
ザになることもなく、花粉症の症状も軽めです。

　朝は忙しい方が多いと思
いますがみなさんに朝の
ルーティンはありますか？
私は目覚めるとキッチンへ
行きコーヒーメーカーのス
イッチを入れ、遠くから聞こえるドリップ音に耳を傾
けながら家族の洗濯物を干します。その後、わずかな
時間ではありますがコーヒータイム。３人の息子達を
起こして家族で朝食を食べてコーヒーをもう一杯！気
持ちを落ち着かせて仕事へ行きます。
　春から息子達も小学生!!  更に忙しい朝になると思い
ますが、これからも“朝のルーティン”を大切にして
いきたいと思います。

立科町芦田
中平 次郎さん（47歳）

御代田町馬瀬口
古越 一さん（39歳）

「毎朝のルーティン」

　昨年春、女性会の臼田、さくまち、八千穂の支部の会
員で「味噌をみんなで仕込みたいね」から始まった味噌
の共同仕込みからの大豆栽培。「麹いらず」の種を持ち
寄り「自分で使う大豆は自分で栽培する」ということで、
希望者が持ち帰りました。そして今年の３月にはその大
豆を使い、５日間にわたる２シーズン目の味噌仕込みを
終えました。豆の会では、味噌だけでなく大豆の加工品
等にも取り組む予定です。希望者による大豆の共同栽培
も臼田の有機農業研究協議会実験農場を会場に計画しま

した。
　人とのつながりが希薄な時代だからこそ女性会の協同
の力を発揮して「みんなで楽しく・おいしく・健康に」
をモットーに細く長い活動が続けられればと思っていま
す。

エーコープしおふき昆布
北海道道東産昆布と国産の丸
大豆醤油を使用しています。
食塩は高知県産室戸沖海洋深
層水を原料とした焼塩を使用
し、カドのないまろやかな味
わいが特徴です。
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お
す
す
め
商
品

■
商
品
の
ご
購
入
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
（
資
材
取

　

扱
店
）
ま
た
は
資
材
店
舗
へ

100ｇ 店頭価格   785円（税込）
500ｇ 店頭価格 3,531円（税込）

1.2㎏　店頭価格   753円（税込）
6㎏　店頭価格 2,313円（税込）

20㎏　店頭価格 4,469円（税込）

【
特
長
】

●
多
く
の
病
害
に
対
し
て
優
れ
た
予
防
効
果

を
示
し
ま
す
。

●
適
用
作
物
が
多
く
、
使
い
や
す
い
薬
剤
で

す
。 

『スイカ』の
病害には

ベルクート水和剤

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店

お
す
す
め
商
品

【
期
待
で
き
る
効
果
】

①
各
種
有
効
成
分
の
相
乗
効
果
で
根
張
り
向

上
・
生
育
向
上

②
有
機
酸
に
よ
る
土
壌
中
の
リ
ン
酸
や
ミ
ネ

ラ
ル
の
吸
収
向
上

③
ア
ミ
ノ
酸
に
よ
る
天
候
不
順
下
で
の
生
育

向
上
・
品
質
向
上

④
土
壌
中
の
有
用
微
生
物
の
増
殖
促
進
、
地

力
を
向
上

スイカ

畑
の
準
備

　

ス
イ
カ
の
根
は
、
生
育
初
期
は
主

に
横
方
向
に
伸
長
し
ま
す
が
、
そ
の

後
は
土
中
に
深
く
伸
び
る
の
で
、
乾

燥
に
強
い
も
の
の
、
多
湿
に
は
弱
い

性
質
が
あ
り
ま
す
。
日
当
た
り
が
良

く
、
排
水
が
良
い
壌
土
や
砂
壌
土
が

適
し
て
い
ま
す
。
連
作
障
害
を
避
け

る
た
め
、
５
年
以
上
同
じ
場
所
で
の

作
付
け
は
避
け
ま
す
。
同
様
に
、
前

作
で
ウ
リ
科
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い

た
場
所
も
避
け
ま
す
。
つ
る
割
れ
病

等
の
土
壌
病
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

接
木
苗
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
土
壌

病
害
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
、
連
作
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

甘
い
ス
イ
カ
を
つ
く
る
に
は
、
１

株
当
た
り
３
ｍ
四
方
の
場
所
が
必
要

で
す
。
１
株
当
た
り
堆
肥
２
㎏
、
化

成
肥
料
40
～
50
ｇ
を
土
と
よ
く
混

ぜ
、
畝
幅
３
ｍ
と
し
て
定
植
床
は
幅

１
５
０
㎝
で
ポ
リ
マ
ル
チ
を
し
て
地

温
を
上
げ
て
お
き
ま
す
。

定
植

　

種
か
ら
育
て
る
の
は
難
し
い
の
で
、

市
販
さ
れ
て
い
る
苗
を
利
用
し
ま
す
。

凍
霜
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
対
策
し
、

で
き
る
だ
け
早
く
定
植
す
る
こ
と
で

８
月
中
旬
に
収
獲
で
き
ま
す
。

　

５
月
中
旬
頃
に
本
葉
４
～
５
枚
の

苗
を
大
玉
種
で
80
～
１
０
０
㎝
・
小

玉
種
で
60
～
80
㎝
の
株
間
で
、
根
鉢

の
表
面
が
少
し
出
る
く
ら
い
に
浅
め

に
植
え
ま
す
。
深
植
え
す
る
と
、
地

ぎ
わ
部
に
つ
る
枯
れ
病
が
発
生
し
た

り
、
接
ぎ
木
苗
で
は
穂
木
か
ら
根
が

伸
び
て
、
接
ぎ
木
の
意
味
が
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
風
が
な
い
暖
か

い
日
の
午
前
中
に
植
え
付
け
、
直
後

に
た
っ
ぷ
り
灌
水
し
、
苗
を
寒
さ
や

強
い
風
か
ら
守
る
た
め
に
ポ
リ
ト
ン

ネ
ル
や
肥
料
袋
の
ア
ン
ド
ン
等
で
保

温
し
ま
す
。
株
元
や
つ
る
先
に
ネ
ギ

を
植
え
て
お
く
と
、
つ
る
割
れ
病
の

予
防
に
な
り
ま
す
。

整
枝

　

植
え
付
け
か
ら
２
週
間
経
つ
と
、

根
付
い
て
つ
る
が
伸
び
始
め
ま
す
。

親
づ
る
か
ら
わ
き
芽
が
出
て
く
る
の

で
、
子
づ
る
が
30
～
40
㎝
に
な
っ
た

ら
株
元
に
近
い
も
の
を
１
～
２
本
残

し
、
親
づ
る
と
合
わ
せ
て
２
～
３
本

仕
立
て
に
す
る
か
、
本
葉
５
～
６
枚

で
摘
芯
し
、
長
さ
が
そ
ろ
っ
た
子
づ

る
を
３
～
４
本
残
し
て
４
本
仕
立
て

に
し
ま
す
（
場
所
が
狭
い
と
き
は
２

本
仕
立
て
）
。
子
づ
る
か
ら
出
る
孫

づ
る
は
着
果
節
（
18
～
20
節
）
ま
で

は
全
て
摘
み
取
り
、
こ
れ
以
降
は
放

任
し
ま
す
。

４
本
仕
立
て
の
整
枝
法
の
例

　

各
子
づ
る
の
６
～
７
節
目
に
最
初

の
雌
花
が
着
生
し
ま
す
。
１
番
花
は

変
形
果
に
な
り
や
す
い
た
め
、
草
勢

が
強
い
場
合
は
着
果
さ
せ
、
草
勢
を

落
ち
着
か
せ
て
か
ら
摘
果
し
ま
す
。

草
勢
が
弱
い
場
合
は
雌
花
を
摘
み
取

り
ま
す
。
最
初
の
雌
花
か
ら
５
～
10

節
目
に
着
生
す
る
２
番
花
も
果
皮
が

厚
か
っ
た
り
、
空
洞
果
に
な
り
や
す

い
の
で
、
着
果
し
た
も
の
は
摘
果
し

ま
す
。
株
元
か
ら
18
～
20
節
目
に
つ

く
３
番
花
に
人
工
受
粉
し
、
着
果
さ

せ
ま
す
。

人
工
受
粉

人
工
受
粉
の
方
法

　

自
然
に
受
粉
し
ま
す
が
、
人
工
授

粉
に
よ
っ
て
確
実
に
受
粉
で
き
る

上
、
受
粉
日
を
記
録
す
る
こ
と
で
収

穫
時
期
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
受
粉
作
業
は
、
晴
れ
た
日
の
早

朝
か
ら
午
前
９
時
頃
ま
で
に
雄
花
の

花
弁
を
取
り
、
雌
花
（
花
の
付
け
根

が
丸
く
膨
ら
ん
で
い
る
）
に
授
粉
し

や
す
く
し
て
こ
す
り
付
け
ま
す
。
受

粉
日
を
ラ
ベ
ル
に
書
い
て
立
て
て
お

く
と
収
穫
時
の
目
安
に
な
り
ま
す
。

果
実
が
鶏
卵
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
っ

た
と
き
に
変
形
果
や
傷
果
を
摘
果

し
、
１
株
当
た
り
の
着
果
数
を
調
整

し
ま
す
。

着
果
の
ポ
イ
ン
ト

①
大
玉
ス
イ
カ
は
１
株
か
ら
２
果
取

り
、
小
玉
ス
イ
カ
３
～
４
果
取
り

②
１
～
２
番
花
は
摘
果
し
、
株
元
か

ら
18
～
20
節
目
に
つ
く
３
番
花
に

人
工
受
粉
し
て
着
果

追
肥

　

果
実
が
卵
大
に
な
っ
た
ら
畝
の
肩

か
通
路
に
追
肥
を
施
し
、
浅
く
土
と

混
ぜ
ま
す
。
追
肥
が
必
要
か
ど
う
か

は
、
定
植
後
30
日
頃
に
草
勢
を
観
察

し
、
雄
花
の
開
花
数
が
少
な
く
、
雌

花
か
ら
つ
る
先
ま
で
が
30
㎝
以
下
の

場
合
は
、
追
肥
を
施
し
て
落
果
を
防

止
し
、
果
実
の
肥
大
を
図
る
よ
う
に

し
ま
す
。
葉
が
縦
に
長
い
三
角
形
に

な
り
、
雌
花
か
ら
つ
る
先
ま
で
が
50

㎝
以
上
あ
る
場
合
は
追
肥
を
控
え
ま

す
。

病
害
虫
防
除

　

着
果
期
頃
か
ら
梅
雨
に
入
り
、
病

害
で
は
「
炭
疽
病
」「
疫
病
」「
う
ど

ん
こ
病
」
が
発
生
す
る
の
で
「
ベ
ル

ク
ー
ト
水
和
剤
」
の
１
０
０
０
倍
を

散
布
し
ま
す
。

　

害
虫
で
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
や
ウ
リ

ハ
ム
シ
等
が
発
生
す
る
の
で
「
マ
ラ

ソ
ン
乳
剤
」
の
１
０
０
０
倍
を
散
布

し
ま
す
。
梅
雨
が
明
け
る
と
ハ
ダ
ニ

の
発
生
が
盛
ん
に
な
る
の
で
「
コ
ロ

マ
イ
ト
乳
剤
」
の
１
０
０
０
倍
で
早

め
に
防
除
し
ま
す
。　

収
穫
前
の
手
入
れ

玉
直
し
…
形
を
整
え
て
色
む
ら
を
な

く
す
た
め
、
直
径
15
～
20
㎝
に
な
っ

た
ら
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
果

実
の
座
り
具
合
を
直
し
ま
す
。

日
焼
け
防
止
…
収
穫
の
10
日
く
ら
い

前
に
ワ
ラ
等
を
掛
け
ま
す
。

収
穫

　

大
玉
ス
イ
カ
は
授
粉
日
か
ら
45
～

50
日
、
小
玉
ス
イ
カ
で
35
～
40
日
が

目
安
で
す
。
外
観
状
は
「
巻
き
ひ
げ

が
枯
れ
て
く
る
」
「
果
梗
部
の
産
毛

が
な
く
な
り
黄
色
み
を
帯
び
て
く

る
」
「
花
落
ち
の
部
分
が
へ
こ
み
、

果
実
に
ツ
ヤ
が
出
て
く
る
」
な
ど
で

判
断
し
ま
す
。

アフリカ原産の夏を代表する「果菜」で、高温で日当りが良く乾燥
した気候を好みます。水分が約 95％と豊富なほか、β-カロテン
やリコピンを含みます。果実の大きさにより、大玉種（5〜 8㎏）
や中玉種（3〜 4㎏）、小玉種（1㎏前後）に分けられ、果肉の色
は紅色や黄色のものもあります。小玉スイカは整枝にあまり気を使
わず、比較的よく収穫できることから家庭菜園におすすめです。

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

収穫

種まき

定植

150cm

プラスチック
フィルムトンネル

マルチ

トンネル用アーチ
（長さ 2 〜 2.3m）

くい
（竹串）

盛り土＝保温力を
高めるため、つる
先になる側の裾を
土で埋める

子づる

摘除

摘除

親づるは 5 〜 6 節
で摘心

着果
摘除

摘除

●別の株の雄花を用いる方が
着果率が高い

●雨天時は雄花・雌花ともに濡
らさないように気をつける

おしべ

花弁を
取る

雄花

柱頭

雌花

雌花の柱頭に雄花
の花粉を付ける

ラベルや案内棒に
交配日を記録して
おき、収獲日を決
める目安とする

受粉日を書いたラベルを付ける。
竹棒の先にも付けておくと見つけ
やすい

ソイルサプリエキス
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

春
雲
に
溶
け
る
浅
間
の
薄
煙

Ｎ
・
Ｙ
（
佐
久
市
）

や
っ
ぱ
り
こ
れ
お
バ
バ
の
作
る
フ
キ
ミ
ソ
だ
ー

Ｓ
・
Ｉ
（
佐
久
市
）

馬
鈴
薯
植
う
小
石
捨
て
捨
て
土
掛
け
る竹（

東
御
市
）

お
も
わ
ず
わ
ー
こ
こ
は
富
良
野
か
ホ
ト
ケ
ノ
ザ

ヨ
コ
ヨ
コ
（
佐
久
市
）

桜
咲
き
道
を
渡
る
る
雉
き
じ
つ
が
い番

な
で
し
こ
（
東
御
市
）

初
蝶
や
花
無
き
庭
に
舞
い
お
り
し

Ｆ
・
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

老ろ
う
お
う桜

の
並
木
の
上
に
浅
間
山

仏
の
雅
（
佐
久
市
）

気
負
ふ
父
の
娘
夫
婦
よ
春
耕
へ

か
ほ
（
佐
久
市
）

高
遠
の
桜
愛
で
つ
つ
む
す
び
食
う

ず
く
だ
せ
じ
い
じ
（
佐
久
市
）

安
堵
す
る
娘
の
笑
顔
愛
ら
し
いた

ん
ぽ
ぽ
（
東
御
市
）

風
に
乗
り
桜
は
な
び
ら
空
高
く

Ｙ
・
Ｍ
（
佐
久
市
）

五
月
田
に 

早
若
苗
の 

数
を
増
し

飛
び
し
燕
の 

姿
美
し

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

北
面ツ
ラ

の 

パ
ラ
ダ
の
雪
も 

消
え
終
え
て

里
は
一
円 

花
に
埋
れ
り

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

プ
レ
ゼ
ン
ト 

も
う
い
い
ぞ
よ
と 

言
い
つ
つ
も

な
ぜ
か
気
に
な
る 

今
年
も
母
の
日

Ｈ
・
Ｓ
（
佐
久
穂
町
）

　
歳
の
娘
が
障
害
の
あ
る
子
供
を

育
て
な
が
ら
２
度
目
の
大
学
を

卒
業
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
は
大

変
な
２
年
間
で
し
た
が
我
が
子
な
が

ら
頭
の
下
が
る
日
々
を
今
は
本
当
に

幸
福
に
感
じ
て
い
ま
す
。
「
や
れ
ば

で
き
る
!!
」
い
い
言
葉
。

影
の
商
売
人
（
佐
久
市
）

長
い
春
休
み
! !
コ
ロ
ナ
も
落
ち
つ

き
県
外
の
孫
娘
小
学
生
２
人
が

連
泊
し
て
（
10
日
間
）
毎
日
お
や
つ

を
考
え
、
お
は
ぎ
作
り
、
草
も
ち
（
土

手
に
自
分
達
で
採
り
に
行
っ
た
）
ギ
ョ

ウ
ザ
の
皮
で
の
ピ
ザ
作
り
な
ど
３
人

で
楽
し
み
な
が
ら
、
美
味
し
い
と
言

い
な
が
ら
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
れ
、

ケ
ガ
も
な
く
帰
っ
て
い
き
“
ホ
ッ
ト
”

安
心
良
か
っ
た
で
す
。

ケ
タ
さ
ん
（
佐
久
穂
町
）

ち
ょ
っ
と
旅
行
に
行
っ
て
い
る
間

に
桜
は
散
っ
て
い
る
し
、
コ
ゴ

ミ
は
出
て
い
る
し
三
つ
葉
も
大
き
く

育
っ
て
い
て
本
当
に
春
の
一
日
は
作

物
に
と
っ
て
成
長
す
る
の
に
い
い
の

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
帰
宅
し
た
日

の
夕
食
の
用
意
が
庭
と
畑
の
も
の
だ

け
で
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

森
の
ひ
つ
じ
（
小
諸
市
）

全
て
の
物
価
の
値
上
が
り
に
悲
鳴

が
出
そ
う
で
す
。
今
年
の
自
前

の
野
菜
づ
く
り
は
１
つ
の
物
を
多
量

で
は
な
く
、
多
種
類
を
少
し
ず
つ
作

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
肥
料
も

14
ペ
ー
ジ
に
標
記
さ
れ
て
い
た
も
の

を
利
用
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

玄
米
（
佐
久
市
）

孫
が
一
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
楽

し
い
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

め
い
ち
ゃ
ん
こ
う
ち
ゃ
ん
の
バ
ア
ち
ゃ
ん
（
小
諸
市
）

早
く
暖
か
す
ぎ
る
春
が
何
か
と
心

配
に
な
り
ま
す
。
遅
霜
の
被
害

な
ど
が
な
い
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

孫
の
鯉
の
ぼ
り
を
天
気
の
良
い
日

に
飾
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
見

に
帰
っ
て
こ
れ
る
か
な
？

Ｔ
・
Ｍ
（
佐
久
市
）

い
よ
い
よ
春
の
農
作
業
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
ま
し
た
。
我
が
家
の
畑

も
石
ひ
ろ
い
か
ら
始
ま
り
、
た
い
肥
ま

き
、
ト
ラ
ク
タ
ー
起
こ
し
、
マ
ル
チ
敷

き
と
続
き
ま
す
。
良
い
作
物
が
出
来
る

よ
う
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

シ
ッ
タ
ー
Ｍ
Ｊ
（
佐
久
市
）

い
よ
い
よ
家
庭
菜
園
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
早
速
耕

し
、
畝
を
立
て
、
種
イ
モ
（
馬
鈴
薯
）

を
ま
き
グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
と
レ
タ
ス

苗
を
植
え
ま
し
た
。
家
庭
菜
園
を
や

る
に
あ
た
り
ジ
ャ
ッ
ホ
ー
連
載
の
「
家

庭
菜
園
便
利
帖
」
が
と
て
も
役
に
立
っ

て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
く
ん
（
小
諸
市
）

ジ
ュ
ウ
ビ
タ
キ
が
物
置
き
の
屋
根

の
下
に
巣
作
り
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
近
づ
い
て
も
あ
ま
り
逃
げ
ま
せ

ん
。
ひ
な
の
誕
生
が
楽
し
み
で
す
。

春
が
好
き
（
小
諸
市
）

今
年
の
陽
気
は
例
年
と
比
較
す
る

と
２
〜
３
週
間
早
い
で
す
。
収

穫
時
に
吉
と
な
る
か
凶
と
な
る
か
農

家
に
と
っ
て
は
・
・
・
。

Ａ
・
Ｍ
（
佐
久
穂
町
） ピー子ちゃんのママ

（佐久市）

朝（佐久市）

Ｋ.ばあば（御代田町）

カイト（佐久市）

先
日
、
９
人
目
の
ひ
孫
が
誕
生
し

ま
し
た
。
我
が
国
で
は
団
魂
世

代
が
高
齢
者
と
な
る
２
０
４
０
年
代

に
は
我
々
労
働
者
の
供
給
不
足
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
４
月
に
高

校
生
と
な
っ
た
長
男
を
頭
と
す
る
９

人
の
ひ
孫
た
ち
が
社
会
人
と
な
り
、

世
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
を
夢
見
な

が
ら
「
フ
レ
イ
ル
」
予
防
の
た
め
毎

日
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
精
出
す
90

歳
の
じ
じ
で
す
。

Ｈ
・
Ｋ
（
立
科
町
）

今
年
は
、
桜
の
開
花
が
２
週
間
以

上
早
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４

月
１
２
日
時
点
で
ま
だ
ツ
バ
メ
の
姿

を
見
て
い
ま
せ
ん
。
春
の
使
者
と
し

て
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
の
で
気
に

な
り
ま
す
。

レ
ン
グ
ラ
ン
ト
（
佐
久
穂
町
）

４
月
に
な
り
田
畑
の
準
備
が
始
ま

り
周
り
を
見
て
自
分
も
や
る
事

を
決
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
霜
に
や
ら

れ
る
の
で
植
え
る
野
菜
は
５
月
ま
で

待
ち
、
蒔
物
は
、
ぼ
つ
ぼ
つ
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
去
年
の
反
省
を
生

か
し
て
い
い
自
家
用
野
菜
が
出
来
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
反
省
は
で
き

ま
す
が
生
か
せ
る
か
ど
う
か
は
？

Ｍ
・
Ａ
（
佐
久
市
）

桜
が
終
わ
り
庭
先
に
は
モ
ク
レ
ン

が
咲
い
て
い
ま
す
。
そ
の
下
で

野
沢
菜
の
新
芽
が
黄
色
の
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
す
。
穏
や
か
な
日
々
が
続

い
て
い
ま
す
。

し
い
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

黄
砂
で
遠
く
の
山
々
が
ほ
ど
ん
ど

見
え
ず
近
く
の
裏
山
で
や
っ
と

上
手
に
う
ぐ
い
す
が
鳴
い
て
ま
す
。

軽
井
沢
で
Ｇ
７
の
た
め
か
茶
の
間
か

ら
見
え
る
高
速
の
上
り
に
何
台
も
の

警
察
の
バ
ス
が
朝
（
８
時
30
分
）
に

上
り
昼
際
に
下
っ
て
来
て
い
ま
す
。

毎
日
京
都
ナ
ン
バ
ー
の
バ
ス
を
見
た

人
も
い
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
す
。

Ｔ
・
Ａ
（
小
諸
市
）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『アマリリス』
でした。

お願い：黒色のペンで、すべての項目にはっきりとご記入ください。

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
（イラスト・俳句等）
③プレゼントクイズで
ほしい商品

④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●おハガキに記載された個人情報は、広報誌の編集
およびプレゼント発送等を目的とし、それ以外には
一切利用いたしません。
●ハガキは１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。

63

◇◆ヨコのカギ◆◇
① 1 年で一番昼が長い日
②徳川家康が晩年を過ごした○○○城
③不動産会社が売買するものの 1 つ
⑤『落穂拾い』や『晩鐘』を描いた画家
⑥奈良や鎌倉のものが有名
⑧テッセンとも呼ばれるキンポウゲ科の花
⑪相撲取りが踏みます
⑫抑揚のないせりふ回しは
⑬トウモロコシやゴーヤーが多く出回る季節
⑮弁当箱にご飯と一緒に詰めます
⑯○○○コート、○○○ブーツ
⑲円周率を表す文字
⑳ネタとシャリで作ります

◇◆タテのカギ◆◇
①招く側がホストなら、招かれる側は
④タマネギを切ると出ることも
⑦建てたばかりの建物のこと
⑨数字のゼロを日本語でいうと
⑩サーブ→○○○○→トス→アタック
⑬「海鼠」と書く生き物
⑭置き時計はクロック、腕時計は
⑰仕事や用事がない空き時間のこと
⑱コショウ、ナツメグ、シナモンなど
�プールの授業のときに着ます
�領収書に収入○○○を貼った

応募総数 72 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

プルーン（御代田町）

●締切5月29日㈪（消印有効）

★クイズ正解者の中から
　抽選で 6 名の方に
  「こだわりのかりんとう
　（75g×8 袋入）」
　を差し上げます。

45
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監事会報告 4 月 25 日開催 / 会議・報告事項
①令和４年度（第２３期事業年度）みのり監査法

人監査報告について
②令和４年度（第２３期事業年度）監事監査報告

書について
③令和４年度決算監事監査整備改善指示事項処理

顛末の内容検討について
④会計監査人再任について
⑤ＪＡバンク基本方針に基づく「ＪＡ財務モニタ

リング」の報告について
⑥子会社監査役からの諸報告について
⑦常勤監事からの報告について
⑧３月内部監査実施状況報告について

理事会報告　4 月 25 日開催
主な報告事項
①３月末部門別損益計算書について
②子会社株主総会について
③ＪＡバンクの内部管理態勢構築にかかる指針につ

いて
④有価証券の購入について
⑤令和４年度決算監事監査結果報告書について
⑥内部監査実施状況について
決議事項
第 1 号議案　令和４年度事業報告、貸借対照表、損

益計算書、剰余金処分案、注記表およ
び貸借対照表等の附属明細書の承認に
ついて

第 2 号議案　令和４年度部門別損益計算書の承認に
ついて

第 3 号議案　第 24 回通常総代会開催通知について
第 4 号議案　第 24 回通常総代会議決権行使書面お

よび総代会参考書類の承認について

第 5 号議案　令和５年度自己資本造成計画の策定に
ついて

第 6 号議案　内部統制基本方針の改正について
第 7 号議案　令和５年度不良債権処理方針について
第１号議案から第 7号議案について承認しました。

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（6月）
　8日㈭ 南大井店　17日㈯ 佐久うすだ支所
　22日㈭ 佐久望月支所
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610

■相談日　5月26日㈮ 午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　5月19日㈮　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

令和５年６月１日より土曜・日曜・祝日を定休日と
させて頂きます。ご利用のお客様にはご不便をおか
けしますが、ご理解をお願い致します。

■お問い合わせ　平根給油所　TEL 0267 ー 67 ー 2157

4 年ぶりにＪＡ農機＆資材フェスタを開催します。
●開催日　7 月 14 日㈮・15 日㈯
●場　所　エムウェーブ（長野市）
■お問い合わせ
　中央農機センター TEL 0267 ー 26 ー 6601

アメック不動産情報〈テナント情報〉
【佐久市佐久平駅北】
藤テナントビル２階  B 号室
・鉄骨造 2 階建  
・専有面積 50 ㎡（15.12 坪）
・家賃 150,000 円（税別）
・共益費 10,000 円（税別）
・保証金　3 カ月分
・仲介手数料　1 カ月分（税別）
・平成２0 年築

※ 詳細についてはお問い合わせください。

■物件に関するお問い合わせ・お申し込み
　JA 佐久浅間株式会社アメック
　宅地建物取引業者免許／長野県知事（7）第 3939 号
　佐久市猿久保 882　ＪＡ佐久浅間本所北館 1 階
　TEL 0267 ー 68 ー 1395　FAX 0267-68-7208
　HP：https://www.ja-amecc.co.jp/

JA 共済地域貢献活動平根給油所定休日変更のお知らせ

ＪＡ農機＆資材フェスタ 2023 開催

当JAは地域貢献活動の一環で、毎年管内小学校の新
入学児童に交通安全傘を寄贈しています。今年は28
校に1526本を送りました。
佐久穂支所の須田
支所長（右）が佐
久穂小学校へ贈呈
しました。

2024年度に採用する正規職員の募集を次により行います。
●応募資格
　学校教育法による短期大学以上の学校、またはこれ

に準ずる教育機関の在学者であって2024年度卒業
見込みの者および上記教育機関の卒業者。ただし、
2024年4月1日現在25歳以下の方。

●採用人数　10名程度
●試験期日　2023年6月17日㈯ 
　※試験当日は昼食をご持参ください。
●試験の内容
　【一次試験】①能力検査 ②適性検査 ③小論文 
　　　　　　　④グループディスカッション
　※一次試験の合格者について後日、二次試験（面接）を
　　行います。
●試験場所
　ＪＡ佐久浅間本所4階401（佐久市猿久保882）

●応募手続き（願書の受付）
　2023年5月15日㈪〜6月2日㈮まで（必着）
●提出書類
　①エントリーシート兼履歴書 ※希望職種を必ず明記 

②卒業（見込み）証明書 ③成績証明書 
※以下④.⑤は内定通知（内々定通知）後にご提出い

ただきます。
　④自動車運転安全センターが発行する運転記録証明書

（証明期間1年間。自動車運転免許未取得の場合は不要）
⑤自動車運転免許証および資格証の写し

 【提出先】　企画総務部人事教育課
　※期日までに持参または郵送

■お問い合わせ
　企画総務部人事教育課　TEL 0267ー68ー1113

2024年度新採用職員を募集します

「佐久市プルーンセミナー」受講生募集
プルーン栽培に意欲がある皆さんを対象にセミナーを
開催します。新たに栽培を考えている方や栽培技術の
レベルアップを目指したい方、栽培に必要な知識と技
術の基礎を学んでみませんか。

●対象者　定年退職、移住等をきっかけに、これから
専業・兼業にかかわらずプルーン栽培に取
り組んでみたい方。栽培技術を向上したい
方。

●内　容　栽培の基礎をはじめ、管理方法や実技講習
●日　程　6月～翌年2月頃（5回程度・土曜開催）
　　　　　初回の開催は6月10日㈯午前より摘果の実

技を行います。
●申し込み方法
　　　　　5月31日までに佐久農業農村支援センター

へ郵送またはＦＡＸ・Ｅメールでのお申込
みください。

■お問い合わせ・お申し込み
　佐久農業農村支援センター（担当：町田）
　〒385-8533　佐久市大字跡部65－1
　TEL 0267ー63ー3167　FAX 0267ー63ー3308
　Ｅメール saku-aec＠pref.nagano.lg.jp

主催　佐久農業農村支援センター
協賛　佐久市・佐久浅間農業協同組合

ＪＡ女性会『安心安全な食の学習会＆料理講習会』公開講座のお知らせ
ＪＡ女性会では安心安全な商品を知ってもらう機会と
して公開講座を計画しました。専任講師をお迎えして
『ためになる話、料理が満載！』です。
●日　時　令和5年6月1日㈭
　　　　　午前の部　午前9時30分〜11時30分
　　　　　午後の部　午後1時30分〜3時30分

●場　所　道の駅ヘルシーテラス佐久南　加工体験室
●内　容　国産小麦粉使用の粉・めんの料理
　　　　　こめのあぶら　ほか
●定　員　各回　先着20名　　●参加費　300円

■お問い合わせ　企画総務部ふれあい広報課
　 業務携帯 070ー4808ー7931 （担当：原田）
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わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。
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